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CC　1、肝障害に対する利水剤 （五苓散）の作用
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〔目的〕

　CCI，肝障害に対す る利水剤の 代表的な処方の 一
つ で あ る五苓散の作用を，五苓散の 短 期

投与 ， 長期投与 とに分けて検討 した．

〔実験方法〕

　Wistar系♂ラ ッ ト8w 齢を 5群に分け， 1群を五苓散0．5g／kg． 2群は1．　Og／kg，3群は2。

Og／kg， 各々 1日1回 7 日間 ， 強制経口投与 した． 4 ・5群は対照群と し，水道水を投与 し

た． 7 日目の 投与 3時間後， 1〜 4群にCCI，ガスを20分間吸入させ ， 5群は正常対照群と

した．24時間後に血清GOT，　 GPTを測定した．同様に五苓散1．　Og／kg を2，5 ケ月間投与 した

群で ， CC1、ガス吸入後24時間目の血清GOT，　 GPT値の 測定を行 っ た．また，五 苓散の み投与

した ラ ッ ト肝臓の NHDPH−cyt ．Credvctase活性を測定 した．

〔結果〕

　五苓散0．5g， 7 日間投与群の血清GOT値は対照群よ り約10％抑制され，1．　Og， 2．　Og投与

群で は各 々 約27％， 約38％抑制された．

　五苓散長期投与群で は，対照に比べ GOT値は 130％と増悪傾向を示した．この 五苓散の

作用メカニ ズム を知る目的で ，五苓散投与ラ ッ トの肝ホモ ジネー ト及び ミクロ ゾーム で の

NADPH−cyt．　C　reductase 活性を測定 したが ， 7 日間投与で は対照群との 間に差は見 られな

か っ た もの の 2．　5 ケ月投与群で は，有意に活性の上昇が認め られた．
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